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博報堂、リアクタージャパンと連携し、 

スマートスピーカー等の“音声体験”を核とした 

事業のデジタル化を支援するサービスの提供を開始 
   
 株式会社博報堂（本社：東京都港区、社長：水島正幸、以下博報堂）は、数多くのグローバル企業

のデジタルプロダクト開発実績を有するリアクタージャパン（東京都港区、代表：アキ・サーリネン、以下リアク

ター）と連携し、スマートスピーカー等の“音声体験”（音によるユーザーエクスペリエンス）を核とした事業の

デジタル化を支援するサービスの提供を開始いたしましたのでお知らせします。 
 

 本サービスは、事業の成長に繋がる、生活者に提供すべき“音声体験”を規定し、そのために必要なアイデア

創出、ビジネス戦略設計、プロトタイプ検証、サービス開発から、その実現まで一気通貫してサポートする独

自のサービスです。スマートスピーカーが各社から販売開始となり、2018 年までにインタラクションの 30％がス

マートデバイスを通した“会話”になるといわれている中（※Gartner Market Trends 2016）、新たなクライアン

ト企業のニーズに対応するために開発しました。 

 本サービスは、具体的に3つのワークフロー＜①“音声体験”デモやワークショップ、②①を踏まえたシナリオ設

計などのプライベートコンサルティング、③サービスコンセプト開発・プロトタイピング等＞にて構成しています。ス

マートスピーカーのアプリケーション開発や、音声 API を用いた開発など、要望に合わせて最適なデバイスや技

術を選定し、対話シナリオを設定、納品します。 

 遂行にあたっては、博報堂の本領域メンバーを中心に、2016年11月に業務提携を発表したデジタルプロ

ダクト開発スタジオ・リアクター、あわせて博報堂グループのリソースを活用した協業体制を整え、企業のマーケ

ティング活動をトータルに支援します。博報堂の生活者視点のストラテジーやクリエイティビティ、リアクターのスタ

ートアップ流のテクノロジープロダクト開発能力を生かし、“音声体験”がもたらす生活者の変化を捉え、生活

者に選ばれる、ユニークで独自性のある価値構想・実装をスピ―ディかつ柔軟性を持って実現します。納品

後の継続的な改善や機能追加についても、UX デザイナー、フルスタックエンジニア、マーケターなどのリーンスタ

ートアップに必要なチームが、顧客とのインタラクションをもとにユーザーの行動、実態を把握し、事業の成長に

伴走してまいります。 

 本サービスは、“音声体験”を起点にした事業のデジタル化を目指すすべての企業への提供を想定していま

す。なお、博報堂はクライアントニーズが高まっている UX への取り組みを強化するために、全社横断の UX プ

ロジェクトを設置しています。当サービスも含め、今後も UX関連のソリューションを強化いたします。 

 

 

 

 

※https://www.gartner.com/doc/3021226/market-trends-voice-ui-consumer 

【本件に関するお問い合わせ】 

 博報堂 広報室  岡本・竹本          TEL：03-6441-6161 

https://www.gartner.com/doc/3021226/market-trends-voice-ui-consumer
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■リアクタージャパン（Reaktor Japan） 

ヘルシンキで 2000年に設立されたデジタルプロダクトのデザインスタジオ。ヘルシンキ本社のほか、ニューヨーク

や東京等の世界5拠点で展開。450名のエンジニア・デザイナー・ビジネスコンサルタントらを擁しています。代

表的なクライアントワークは、アメリカのケーブルテレビ大手 HBO、ニューヨークにある NASDAQ のインタラク

ティブウォール、フィンランドのナショナルフラッグキャリア Finnair の機内エンターテイメントシステムやモバイルア

プリなどです。また、Reaktor Ventures というシードステージ向けのベンチャーキャピタルも運用しています。 

★2016年 11月発表リリース 

博報堂、デジタルプロダクト開発スタジオのリアクタージャパンと業務提携  

～デジタルテクノロジーで企業の事業のデジタル化を統合的に支援～ 

http://www.hakuhodo.co.jp/archives/newsrelease/34257 

 

■ＵＸプロジェクト 

博報堂が掲げる「統合マーケティング・マネジメント力の強化」推進の一環として設置された全社プロジェクト。

博報堂のフィロソフィーである「生活者発想」を掛け合わせることで独自の「UX/UI デザイン力」を強化するべく、

グループ内の知見を集約し、ソリューション開発などを行なっている。マーケッターやクリエイター、テクノロジストな

ど様々な部署・職種のメンバーで編成。 

リーダー：内田 忍 

人数：15名 

本サービス担当：中川浩史、石毛正義、野田耕平 

http://www.hakuhodo.co.jp/archives/newsrelease/34257

